
指
摘
や
、
対
前
年
度
比
マ
イ
ナ

ス
18
・
9
％
の
規
模
と
な
っ
た

一
般
会
計
予
算
で
さ
え
財
政
調

整
基
金
を
取
り
崩
さ
な
い
と
予

算
が
た
て
ら
れ
な
い
厳
し
い
事

態
に
対
し
て
、
市
当
局
の
姿
勢

が
非
常
に
問
わ
れ
る
と
の
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。

乳
幼
児
医
療
費

現
在
、
本
市
の
乳
幼
児
医
療

費
助
成
制
度
は
、
県
の
制
度
に

上
乗
せ
す
る
形
で
、
通
院
は
０

歳
か
ら
３
歳
未
満
ま
で
負
担
な

し
、
入
院
は
０
歳
か
ら
就
学
前

ま
で
負
担
な
し
と
し
て
い
ま
す
。

新
年
度
予
算
で
は
、
こ
の
市
独

自
の
「
負
担
な
し
」
の
対
象
年

齢
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
予

算
化
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、「
子

育
て
世
代
へ
の
支
援
」
が
市
の

重
点
施
策
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
や
子
育
て
世
代
の
市
内
定

住
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

の
さ
ら
な
る
拡
充
を
早
期
に
実

施
す
べ
き
と
の
意
見
を
つ
け
る

こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

そ
の
結
果
、

一
般
会
計
予

算
を
賛
成
多

数
で
可
決
し
、

意
見
が
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

他
の
９
事
業

特
別
会
計
と

市
民
病
院
事

業
・
水
道
事

業
会
計
予
算

の
11
議
案
に

つ
い
て
は
全

会
一
致
で
、

い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し

た
。

で
結
び
つ
け
た
い
。

三
田
駅
前
再
開
発
事
業

の
Ｂ
、Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
推
進
調
査
費

の
内
容
に
つ
い
て

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
資
金
計

画
の
検
討
や
権
利
返
還
モ
デ
ル

の
作
成
、ま
た
、将
来
の
都
市
計

画
決
定
の
基
礎
と
な
る
事
業
計

画
図
書
の
作
成
を
行
う
。
Ｃ
ブ

ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
事
業
収
支

や
工
区
割
り
の
検
討
、
準
備
組

合
の
設
立
時
期
等
に
つ
い
て
権

利
者
の
意
向
調
査
な
ど
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

市
民
病
院
事
業
会
計

で
、
18
年
度
の
赤
字
見
込
み
が

8
億
4
千
万
円
で
あ
る
が
、
こ

の
分
析
と
今
後
の
対
応
は
。

要
因
と
し
て
、
病
院
の

建
物
や
医
療
機
器
等
の
減
価
償

却
、
建
設
費
に
あ
て
た
起
債
の

元
利
償
還
な
ど
の
資
本
費
が
支

出
の
中
で
大
き
な
割
合
を
占
め

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
将
来
に

わ
た
っ
て
一
定
の
内
部
留
保
資

金
が
残
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
、
修
繕
な
ど
に
対
応
が
で
き

な
い
の
で
、収
支
の
赤
字
は
３
億

円
程
度
ま
で
に
抑
え
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
、
収
益
の
改
善
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

三三三三
田田田田
駅駅駅駅
前前前前
再再再再
開開開開
発発発発

問答問 市市市市
民民民民
病病病病
院院院院
事事事事
業業業業

赤赤赤赤
字字字字
のののの
原原原原
因因因因
とととと
対対対対
策策策策

景景景景
観観観観
条条条条
例例例例

歳
入
が
減
少

19
年
度
は
、
歳
入
面
で
は
、

税
源
移
譲
な
ど
の
税
制
改
正
に

よ
っ
て
市
税
が
増
加
し
ま
す
が
、

「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
よ
り
地

方
交
付
税
や
地
方
譲
与
税
な
ど

が
削
減
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
一

般
財
源
総
額
は
前
年
度
よ
り
も

減
少
し
て
い
ま
す
。

増
大
す
る
経
費

歳
出
面
で
は
、
人
件
費
は
抑

制
に
取
り
組
む
一
方
で
、
臨
時

職
員
費
の
増
な
ど
に
よ
っ
て
増

加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
物
件

費
な
ど
の
経
常
経
費
で
は
、
市

民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
行
政
経
費
や
施
設
維
持
管

理
費
な
ど
の
増
加
が
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
一
般
会
計
に
お

い
て
財
政
調
整
基
金
7
億
4
千

万
円
を
取
り
崩
す
こ
と
に
よ
り

歳
入
不
足
を
補
っ
て
い
ま
す
。

19
年
度
予
算
は
、
今
年
7
月

に
市
長
選
挙
を
控
え
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
た
と
え
小
額
の
事

業
で
あ
っ
て
も
、
新
規
・
拡
充

事
業
な
ど
の
政
策
的
経
費
に
つ

い
て
は
新
市
長
の
体
制
の
下
で

判
断
す
べ
き
と
の
考
え
か
ら
予

算
化
が
見
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
19
年
度
予
算
に

計
上
さ
れ
て
い
る
経
費
は
、
人
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件
費
、
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的

経
費
、
す
で
に
実
施
済
の
継
続

事
業
や
施
設
の
維
持
管
理
費
な

ど
の
経
常
的
経
費
な
ど
が
主
に

な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
で
は
、政
策
的
経
費

の
計
上
を
見
合
わ
せ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
対
前
年
度
比
18
・
9
％
減

の
3
3
7
億
9
、8
0
0
万
円
。

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康

保
険
事
業
な
ど
全
9
会
計
で
総

額
2
4
2
億
5
、
5
0
0
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
5
・

4
％
の
増
加
。
特
に
、
国
民
健

康
保
険
や
老
人
保
健
の
医
療
費

及
び
介
護
保
険
介
護
給
付
費
の

増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

3
月
14
日
か
ら
3
日
間
に
わ
た
り
同
委
員
会
を
開
催
し
、

各
委
員
か
ら
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、19
年
度
予
算
の
概
要
と
委
員
会
質
疑
の
一
部

を
掲
載
し
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告
か
ら

委

員

長
　
厚
地

弘
行

副
委
員
長
　
関
口

正
人

委
　
　
員
　
関
本
　
秀
一

委
　
　
員
　
檜
田

充

委
　
　
員
　
平
野

菅
子

委
　
　
員
　
城
谷

恵
治

委
　
　
員
　
今
北

義
明

委
　
　
員
　
野
村

弘
子

予
算
特
別
委
員
会
委
員

三
田
市
財
政
の見

通
し

予
算
の
概
要

予
算
委
員
会
の

審
査
経
過

骨
格
型
予
算

個個個個
人人人人
市市市市
民民民民
税税税税

企
業
会
計
で
は
、
市
民
病
院

事
業
会
計
が
前
年
度
比
22
・

6
％
増
の
1
1
3
億
6
、
2
7

3
万
円
、
水
道
事
業
会
計
は
前

年
度
比
26
・
3
％
増
の
51
億

2
、
6
7
8
万
円
。
い
ず
れ
も

投
資
有
価
証
券
の
買
い
替
え
に

よ
り
予
算
額
が
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

以
上
、
19
年
度
の
予
算
規
模

は
総
額
7
4
5
億
4
、
2
5
1

万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に

比
べ
て
4
・
4
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

基
金
を
取
り
崩
さ
な
い
と

予
算
が
組
め
な
い

骨
格
型
予
算
が
編
成
さ
れ
、

新
規
施
策
な
ど
が
先
送
り
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
市
政
に
空
白
が

生
じ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の

指
摘
が
各
委
員
か
ら
相
次
ぎ
ま

し
た
。
ま
た
、
財
政
調
整
基
金

に
つ
い
て
、
新
し
い
事
業
展
開

を
し
よ
う
と
し
て
も
、
人
件
費

を
削
減
し
な
け
れ
ば
、
財
政
調

整
基
金
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状

況
に
陥
る
こ
と
が
明
ら
か
と
の
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本議案については、下記意見を附帯して可決する。

○審査にあたっての意見

平成19年度予算の編成は、市単独の政策的な経費や新
規・拡大等の見直し予定事項については予算化を留保す
る骨格予算となっている。
地方自治体の財政が厳しい中、行財政の構造改革を進

めるとともに、激化する都市間競争に三田市が生き残る
ためには、めりはりのある財源配分により、都市の魅力を
高めていくことが喫緊の課題である。
そのような意味からも子育て支援策として、乳幼児医

療費助成の対象年齢拡大は、子育て世代の市内定住をは
かるとともに、市外からの転入世帯の増加促進に寄与す
るものであり、三田市の大きな魅力として情報発信しう
る施策であると考える。
また当委員会の審査過程において、岡田市長は当該施

策の早期実施に前向きな考えであったことが明らかにな
った。
よって、本委員会は、岡田市長に対して、乳幼児医療費
助成の対象年齢拡大については、骨格予算の編成によっ
て実施を遅らせるのではなく、早期に実施されるよう要
望する。

予算特別委員会の意見

個
人
市
民
税
の
伸
び
を

15
・
1
％
増
と
見
込
ん
で
い
る

が
、
増
加
率
が
多
く
な
る
所
得

層
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

住
民
税
が
比
例
税
率
化

さ
れ
一
律
10
％
に
な
っ
た
た
め
、

低
所
得
層
の
伸
び
率
が
大
き
く

な
る
と
考
え
て
い
る
。

一
般
会
計
予
算
に
お
い

て
財
政
調
整
基
金
の
取
崩
し
額

は
7
億
4
千
万
円
で
あ
る
。
も

し
、
骨
格
型
予
算
を
編
成
し
た

こ
と
で
見
送
っ
た
事
業
を
予
算

化
し
て
い
れ
ば
、
取
崩
し
額
は

い
く
ら
に
な
っ
た
の
か
。

予
算
化
し
て
い
な
い
新

規
事
業
や
拡
充
事
業
に
あ
て
る

た
め
、
さ
ら
に
約
1
億
3
千
万

円
の
一
般
財
源
が
必
要
に
な
る

の
で
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の

取
り
崩
し
総
額
は
約
8
億
7
千

万
円
に
な
る
。

問答乳乳乳乳
幼幼幼幼
児児児児
医医医医
療療療療
費費費費

のののの
助助助助
成成成成
拡拡拡拡
大大大大

予
算
化
が
見
送
ら
れ
た

問 問答
主
な
質
疑

財財財財
政政政政
調調調調
整整整整
基基基基
金金金金

答

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
対
象
年

齢
拡
大
に
つ
い
て
、
若
い
世
代
の

定
着
を
図
り
、「
子
育
て
し
や
す

い
三
田
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す

る
な
ら
、
早
急
に
進
め
る
べ
き

事
業
で
は
な
い
か
。

新
規
・
拡
充
事
業
で
あ

る
の
で
、
骨
格
型
予
算
の
原
理

原
則
に
従
っ
て
予
算
化
を
見
送

っ
た
が
、で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
実
施
す
べ
き
事
業
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

18
年
度
は
、
ご
み
減
量

化
計
画
に
反
し
て
ご
み
が
増
え

て
い
る
。
こ
の
結
果
を
「
19
年
度

ご
み
減
量
化
計
画
」
や
予
算
に
、

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

家
庭
ご
み
の
減
量
は
、

一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
な
く
す

意
識
を
持
ち
、日
常
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
転
換
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
18
年
度
は
、そ

の
点
の
啓
発
が
、
市
民
に
届
か

な
か
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。

今
後
は
、「
新
ご
み
減
量
化
・

資
源
化
計
画
」
の
中
で
さ
ま
ざ

ま
な
先
導
的
な
取
組
み
を
行

い
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に
ご
み

減
量
の
必
要
性
を
訴
え
た
い
。

都
市
景
観
条
例
制
定
推

進
事
業
費
と
し
て
5
4
5
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
条
例
制

定
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
具

体
的
な
取
組
み
を
行
う
の
か
。

18
年
度
よ
り
3
年
の
予

定
で
本
市
の
景
観
行
政
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
19

年
度
事
業
は
、
景
観
像
の
検
討

や
景
観
計
画
の
方
針
、
重
点
地

区
の
抽
出
、そ
し
て
、
個
々
の
私

権
的
制
限
が
加
わ
る
行
為
の
制

限
の
基
準
づ
く
り
な
ど
を
行
い
、

最
終
的
に
は
条
例
案
の
検
討
ま

答

ごごごご
みみみみ
減減減減
量量量量
化化化化

問答問答


